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業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2024 年５月 10 日に公表いたしました 2025 年３月期（2024 年４月１

日～2025 年３月 31 日）の通期業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

記 

 

１．業績予想と実績値の差異について（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 930 △252 △257 △260 △8.33 

今回修正予想（Ｂ） 961 △90 △137 △140 △4.22 

増減額（Ｂ－Ａ） 31 161 119 119  

増減率（％） 3.3 － － －  

（ご参考）前期実績 

（2024 年３月期） 
269 △760 △760 △763 △24.66 

（注）当社は、連結財務諸表を作成しておりません。 

 

２．差異の理由 

当社の 2025 年３月期の業績は、売上高については国内および海外とも概ね計画を達成する見込みです。 

一方、利益に関しては、2024 年 11 月 14 日に、TAE LIFE SCIENCES US, LLC（本社：米国、カリフォルニ

ア州、CEO：Robert Hill）との間で、欧米における開発販売の提携について覚書を締結したことにより、

当社は治験薬供給を行う体制構築を進めておりますが、当該関連費用の一部が翌期に持ち越すことになり

ました。ならびに海南島医療特区地域で昨年 10 月末に発生した水害により治療開始時期が当初見込みより

遅れることになり、中国事業開発に係る開発資金の一部執行が遅れました。またパイプラインの進捗につ

いては計画通りに進んでいるものの、標準治療の実施が困難かつ切除不能な再発の胸部固形悪性腫瘍※患者

を対象とした国内第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験の開始が 2025 年 4 月になったことに伴い、研究費等が発生しなかっ

たため、営業利益、経常利益、当期純利益はいずれも前回公表予想を上回りました。 

 

※ 胸部固形悪性腫瘍 

胸部固形悪性腫瘍としては、食道癌、非小細胞性肺癌、乳癌、胸部に発生する悪性軟部肉腫、悪性胸

膜中皮腫などが挙げられます。  

 

以上 


